
八幡堀界隈

八幡堀 明治橋に

TEL 0748-32-5295

ご予約のお客様に“粗品進呈”

近江八幡市大杉町32

明 治 橋
  あ ま な

￥2,400

￥3,500
￥3,800

並

上

税
込

税
込

税
込

浜
名
湖
産  

厳
選

やまとく　
秘伝の味

うなぎ蒲焼【1枚】

￥3,700
うなぎ弁当

お持ち帰
り商品

ご予約承
りますお持ち帰
り商品

ご予約承
ります

税
込

うなぎ弁当（ハーフ）

7 27（土）7 27（土）

土用の丑

リニューアルオープン
reopen after renovating

和た与プロデュースの「あまな」

創業文久三年（1863年）

近江銘菓丁稚羊羹発祥の老舗

知って得して、見て得して、町の歴史

ご予約は
0748-36-5115

手漕ぎ和舟

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

八
幡
堀
と
町
衆
の
4
3
4
年
の
道
の
り

　
豊
臣
秀
次
公
　
文
禄
四
年
（
1
5
9
5
）
七
月
十
五
日 
命
日

　
豊
臣
秀
次
公
の
居
城
・
八
幡
山
城
の
本
丸
跡
に
建
つ
瑞
龍
寺
で
本
年
も
七
月
十
五
日
顕
彰
法
要
が
営

ま
れ
ま
し
た
。
秀
次
公
は
、永
禄
十
一
年（
1
5
6
8
）に
生
ま
れ
、文
禄
四
年（
1
5
9
5
）に
死
去
し
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
公
の
甥
で
、
関
白
の
職
を
譲
り
受
け
ま
し
た
が
、
謀
反
を
理
由
に
、

4
2
4
年
前
の
七
月
十
五
日
、
高
野
山
で
自
害
さ
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
母

智（
と
も
）
は
子
供
の
な
い
弟
・
豊
臣
秀
吉
公
に
長
男
の
秀
次
公
を
養
子
と
し
て
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
切
腹
を
命
じ
ら
れ
、
秀
次
公
の
妻
子
も
三
条
河
原
で
処
刑
、

夫
の
三
好
吉
房
も
流
刑
と
な
り
ま
し
た
。
唯
一
残
さ
れ
た
智
は
処
刑
さ
れ
た
子
や

孫
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
出
家
、
名
を
改
め
日
秀
尼
と
な
り
、
以
前
か
ら
帰
依
し

て
い
た
日
蓮
宗
に
よ
る
寺
院
を
嵯
峨
の
村
雲
御
所
別
院
（
二
尊
院
の
近
く
）
に
開
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き

村
雲
の
寺
地
と
「
瑞
龍
寺
」
の
寺
号
、
寺
領
千
石
を
与
え
た
の
が
後
陽
成
天
皇
で
あ
り
、
こ
の
た
め
瑞
龍

寺
は
日
蓮
宗
寺
院
で
は
唯
一
の
門
跡
寺
院
と
な
り
、
別
名
を
村
雲
御
所
と
称
し
、
紫
衣
の
着
用
と
菊
御
紋

の
使
用
が
許
さ
れ
、
寺
格
は
黒
御
所
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
代
々
皇
女
や
公
家
の
娘
を
貫
首
と
し

て
迎
え
、
江
戸
時
代
に
は
嵯
峨
か
ら
西
陣
（
現
在
の
堀
川
今
出
川
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
天
明
八
年
（
1
7
8
8
）天
明
の
大
火
で
全
焼
し
、
九
世
・
日
尊
尼
は
文
政
七
年（
1
8
2
4
）か

ら
二
十
八
年
の
歳
月
を
掛
け
て
再
建
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年（
1
9
6
1
）、
十
一
世
・
日
浄
尼
の
と
き
、

京
都
堀
川
今
出
川
か
ら
秀
次
公
ゆ
か
り
の
八
幡
山
城
址
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
浄
尼
は
そ
の
完
成
を
見

ず
遷
化
さ
れ
そ
の
後
、昭
和
四
十
三
年
（
1
9
6
8
）
入
山
さ
れ
ま
し
た
の
が
、小
笠
原
氏
出
身
の
十
二
世
・

日
英
尼
で
す
。
家
庭
の
不
幸
か
ら
出
家
に
追
い
込
ま
れ
た
日
英
尼
は
、
以
後
の
生
涯
を
瑞
龍
寺
の
再
建
に

捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
を
嗣
い
だ
の
が
、
宝
塚
歌
劇
団
卒
業
生
で
あ
っ
た
桜
緋
紗
子
こ
と
十
三
世
・
日
凰

尼
で
す
。
日
凰
尼
は
平
成
十
四
年
（
2
0
0
2
）
八
十
九
歳
で
遷
化
さ
れ
る
ま
で
瑞
龍
寺
の
再
建
に
寄
与

し
ま
し
た
。
十
四
世
・
日
澄
尼
ま
で
は
尼
僧
で
あ
り
ま
し
た
が
、
十
五
世
は
男
僧
の
鷲
津
日
英
貫
首（
枚

方
市
最
妙
寺
よ
り
晋
山
）は
御
尽
力
さ
れ
、
本
年
四
月
に
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
ま
だ
御
門
主
は
決

ま
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
以
前
と
同
様
に
尼
僧
様
が
お
ら
れ
る
寺
院
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
豊
臣
秀
次
公
の
命
日 

に
は 

瑞
龍
寺
と
市
民 

で
法
要
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
秀
次
公
の
首
塚
と 

母

日
秀
尼
の
墓
は 

京
都
の
善
正
寺
（
岡
崎
）
に
あ
り
ま
す
。
幼
児
妻
妾
た
ち
三
十
九
人 

賜
死
し
た
家
臣
十

人
の
墓
と
秀
次
公
の
五
輪
の
塔
は 

京
都
の
瑞
泉
寺
（
木
屋
町
三
条
）
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院

で
法
要
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
野
山
に
は 

秀
次
公
が
自
害
し
た
金
剛
峯
寺 

に
「
秀
次
の
間
」（
柳

の
間
）
が
あ
り
、
高
野
山
光
台
院
の
裏
山
に
胴
塚
墓
所
が
あ
り
ま
す
。

　
天
正
十
三
年（
1
5
8
5
）
十
月
十
五
日
　
八
幡 

開
町
の
日

　
秀
次
公
の
町
づ
く
り
、
八
幡
商
人
や
八
幡
堀
の
歴
史
的
な
背
景
を
こ
れ
ま
で
仄
仄
通
信
で
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
。
天
正
十
三
年（
1
5
8
5
）新
暦
十
月
十
五
日
（
閏
年
八
月
二
十
二
日
）
豊
臣
秀
吉
公
封
地
状

の
日
付
で
す
。
N
P
O
法
人
秀
次
倶
楽
部
で
は
八
幡
が
開
町
さ
れ
た
日
を
秀
次
公
顕
彰
と
私
達
が
感
謝
を

込
め
て
町
づ
く
り
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
日
と
し
て
十
月
十
五
日
を
「
八
幡
開
町
の
日
」
に
定
め
、
次
世
代

の
こ
ど
も
達
に
近
江
八
幡
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
、
4
3
4
年
前
の
十
月
十
五
日
を
「
八
幡
開
町
の
日
」

が
制
定
さ
れ
ま
す
よ
う
に
市
民
の
皆
様
に
ご
賛
同
頂
き
広
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
八
幡
堀
は
秀
次
公
が
築
城
の
際
に
造
ら
れ
、
堀
割
は
十
三
箇
条
の
掟
に
も
有
る
よ
う
に
町
の
発
展

の
為
に
大
き
な
役
割
を
担
い
後
に
八
幡
商
人
の
活
躍
に
、
重
大
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
の
経
済
成
長
期
に
八
幡
堀
を
埋
め
て
の
改
修
が
行
政
で
進
め
ら
れ
、「
埋
め
た
時
か
ら
後
悔
が

始
ま
る
」か
ら
市
民
運
動
が
始
ま
り
歴
史
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
八
幡
堀
は
残
さ
れ
再
生
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
八
幡
堀
は
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
り
、
観
光
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
八
幡
堀
ま
つ
り
は
十
月
十
二
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
日
に
秀
次
公
の
顕
彰
事
業
を

N
P
O
法
人
秀
次
倶
楽
部
で
は
市
民
の
皆
様
と
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
十
月
十
五
日
は
休
日
で
は
有
り
ま
せ
ん
が
「
秀
次
談
義
」
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（8月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース）    5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

［トマトカード番号の記入をお願いします］

8 月 26 日迄

9 月 1 日 迄

9 月 6 日迄

3０名様

3０名様

2０名様

10名様

＊

＊

＊

＊

2019 年夏季特別展Ⅱ  紫香楽宮と甲賀の神仏
ー紫香楽宮・甲賀寺と甲賀の造形ー

＊

9月 30 日迄 3０名様

参加者大募集！参加者大募集！ 8月24日（土）

後援／（一社）近江八幡観光物産協会　 （一財）ハートランド推進財団　 近江八幡商工会議所女性会　
　　　　西川嘉右衛門商店   21世紀土地改良区創造運動　

石巻への応援メッセージを葦紙に書きます。
義援金箱を設置しています。
ご協力下さいね！
　●ヨシのおもちゃ作り　指導：丹波喜徳●
　　　●ヨシペン教室　指導：柳澤一芸●

参加無料

往復はがきに下図のように記入して
郵送してください。先着順です。

 申込み方法 申込み方法 　

募集人数募集人数
40名
    

至八幡市街

至彦根至守山

湖周道路

文

〒

北津田町

渡合橋北詰

百々神社○

25

26

びわこ揚水

◆開催場所：びわこ揚水／西の湖◆開催場所：びわこ揚水／西の湖

                               事務局／ 滋賀県近江八幡市大杉町３０ー1　ギャラリースペース新町浜
 　　　　　　　　　　　TEL 0748-33-2914  　FAX 0748-32-3514NPO法人秀次倶楽部

近江八幡市北津田町1503番地　           TEL 0748-32-4555
URL http://www.zc.ztv.ne.jp/biwako/　FAX 0748-32-4559

主
催 びわこ揚水国営造成推進協議会

体 験
 イベン

ト体 験
 イベン

ト西の湖と
葦を学ぼう!
西の湖と
葦を学ぼう!
ヨシ

しめきり
8月10日
消印有効

持ち物・服装など持ち物・服装など
◎筆記用具 ◎水筒
◎タオル
●試食は出ますが
   少量の昼食はご用意下さい。
●小雨決行、大雨の場合は
   室内で学習します。
●駐車場は集合場所にあります。

〒523-0837 

滋
賀
県
近
江
八
幡
市

大
杉
町
30
の
1  

G
S
新
町
浜

N
P
O
法
人
秀
次
倶
楽
部 

宛

お
な
ま
え

住
所

電
話
番
号

年
令

ご
自
分
の
住
所

お
名
前

返
信

往
信 　

（何名でも可）

 10:15　受付（びわこ揚水入口正面）
 10:30　挨拶学習内容の説明と注意事項
 10:45  ヨシのおもちゃ作り　指導：丹波喜徳
 11:45  昼食（ヨシうどん、ヨシアイス、
          ヨシせんべい試食）  
 13:00  ヨシペん、ヨシブーブーつくり、
          よし紙の説明 
          よしはがきに手紙を書こう（東北被災地へ）
 14:30  施設見学
 15:00  解散

岩合光昭写真展  こねこ  いいこだね。

MIHO MUSEUM

特別企画展  交流と実験～新時代の〈やきもの〉をめざして～
　　　　

美術館「えき」KYOTO ジェイアール京都伊勢丹７階隣接

京都新聞スクラップブック「星をみつめて」  

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき
又は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束                  
洗剤、チケット等   締 切 7月31日迄

〒523-0867近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504応募先

 

滋賀県立陶芸の森陶芸館   

ガーデンミュージアム比叡 入園引換券


